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2008年年頭所感
NPO全健協 理事長

杢 谷 正 樹

明けましておめでとう

ございます。

この一年が皆様にとり

まして幸多き年であり

ますようお祈り申し上

げます。

一握りの支配層がも

つ莫大な資金の投機対

象が石油や穀物に向け

られ、本来であれば需給バランスの上に成り立つべき

価格を超えて一人歩きをしています。かといって一次

生産者が潤うわけでもなく、加工品の製造者、流通、

小売の、はての生活者までもが皆苦境に立たされてい

ることは間違いなく、さらにその現象は加速をしてい

ます。

この苦境の見返りにごく一部が握るであろう莫大な

富は、はたして最終的には地球環境や私たちの平和で

豊かな生活に資するのでしょうか。否、おそらく更に

理不尽な力となって99パーセントの人たちを支配す

るであろう事は目に見えています。そして、１パーセ

ントの支配者たちの行く末が必ずしも全体の幸せにつ

ながらないことが、不幸なスパイラルを生み続けてい

るのです。

ここ何年も年頭から希望の持てる思考にスイッチし

ようとしても、どうしても上手く切り替えることがで

きないでいます。マクロ的見地で世の中をみると、こ

の思考から脱出できないことがわかってきます。

ではどうするか。私たちの活動は足元の生活から見

直すことに注力しなければならないでしょう。すなわ

ち食卓「食」である、「食」＝「体」＝「精神」＝「社会」

といっても過言ではありません。教育委員会が「早寝、

早起き、朝ごはん」という標語を刷り物にして配布す

る時代、なんとも恥ずべき世の中になってしまってい

ます。この事はとりもなおさず食環境全ての乱れと言

えましょう。

NPO全健協は「見直そう 家族の健康 地球の健康」

を標語に活動を続けております。まさに足元の生活を

立て直すことが協会の目的とするところです。

そのためには先ず、生活者との接点である人材の育

成として「食養士・管理食養士養成の通信講座」に力

を入れてきました。昨年までで1,000名を超える卒業

生を世に輩出し、小売の現場や流通、商品開発スタッ

フまた市民活動家として正しい食の啓発活動をしてい

ただいております。

毎秋、当協会主催の展示会「ナチュラルEXPO」では

十年を経て、のべ十数万人の入場者に自然健康食品や

オーガニック食品を紹介し、各種セミナーを受講して

いただきました。

また全国各地で会員が自主的に企画運営した講演会、

セミナーを支援し多くの出席者を迎えております。

ここ数年、業界として特に小売りの現場に閉塞感が

漂っております、このような活動を通じてNPO全健協

の目的に賛同いただけるスタッフづくりが、お客様づ

くりの突破口になると確信しております。併せて健康

食品団体と情報交換しながら、自然健康食品の社会的

な認知と法的整備に向けての活動に注力してまいりま

す。
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